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新年明けましておめでとうございます。新年にあたり今年の目標を何にしようか考えてみる

と、昨年の反省点が頭に浮かんできます。毎日が慌しく過ぎ、あっという間の１年でした。今

年こそは、時間にゆとりを持ち、心にも余裕を持ち、毎日を過ごしたいと思います。今年もど

うぞよろしくお願いいたします。
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【友愛会銀杏寮】 ～のど自慢あつまれ！～

銀杏寮では、様々なクラブ活動を行っています。その中で人気のあるク
ラブのひとつにカラオケクラブがあります。プロ級の歌声の方からジャイア

ン級？の方まで、毎週木曜日に楽しく活動
しています。また、日頃の練習の成果を発
揮される場所として、年２回カラオケ大会が
開催されています。この大会では歌唱力だけ
でなくパフォーマンスや衣装など様々な部門
別に賞を設けています。

今回は第４回大会が１１月に開催され２３名の方々が歌声を披露さ
れました。笑いあり涙ありのとても楽しい一日となりました。

【千草寮】 ～歩いています！～

運動不足解消の為、10月より散歩を始めました。月曜日から金曜日まで
ラジオ体操後3班に分かれ全員で歩いています。健康で足腰に自信のある
人は、寮外に出て自然をながめながら約１㎞を歩きます。足腰や体力にちょ
っと自信のない人は、1周50m程のグランドを、歩行器使用の人は寮内をそ
れぞれ10分程度歩きます。最初渋々だった人も今では楽しみながら歩かれ
ています。

10月末に行われたミニ運動会では、大玉転がしやリレーを行いましたが転
ぶ人は誰もいませんでした。また最近では、夕方も歩きたいという声が上がり
希望者のみ夕食前も歩いています。これから益々寒くなりますが、寒さに負け
ず自分たちのペースで歩いていきたいです。

【天草園】 ～屋内消火栓操作大会～

去る10月26日に、天草消防広域連合会の主催による第14回屋内消火栓操法大会が開催
されました。この大会は2年に1回「自衛消防隊の屋内消火栓操作技術の向上と防災意識の
高揚を図り、迅速かつ確実な初期消火活動により、各事業所の火災による被害の軽減に資す
ること」を目的に開催されています。今年も地域の一般企業や行政、病院や福祉施設等の職
場や高校生で構成された35チームが参加し、白熱した熱戦が繰り広げられました。天草園からも1組(3名)の女子チーム
がエントリー、大会までの約2ヶ月間、各職種での仕事の調整を図りながら、週1回から2回消防署での練習に取り組み、
慣れない訓練で精神的にも肉体的にも限界まで追い込まれながらの厳しい練習に耐え大会に挑みました。開会式では

選手宣誓の大役も努め、結果は入賞の3位までは入ることは出来ませんでしたが、女子の部
で5位と好成績を収める事が出来ました。

天草園は、平成元年を初回に今年で11回目の参加となり延べ36名の職員が参加、準優
勝3回・入賞2回･敢闘賞1回を受賞しています。これからも積極的に大会に参加し、防災意識
と自衛消防技術の向上を図り、利用者が安心して生活出来るように、施設環境の向上に努め
て行きたいと思います。
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熊本県救護施設協議会会長 藤本 和彦

明けましておめでとうございます。熊救協の会員のみなさま、
また、日頃大変お世話になっています行政、団体、病院等の
みなさまには、新たな気持ちで新年をお迎えのことと存じま
す。今年も、どうか宜しくお願い申し上げます。

現下の経済、雇用の状況は相変わらず厳しく、救護施設が果たすべき最後の
セーフティーネットとしての機能は、益々重要になって来ています。

ここ１～２年、国におかれては、①救護施設居宅生活訓練事業や②保護施設
通所事業の採択要件の緩和、③一時入所者制度や④精神保健福祉士の加配制度
の創設など積極的に制度改善や制度創設をしていただきました。

ご承知のとおり、救護施設は障害者自立支援法が施行される以前から、身体
知的・精神の３障害の方々を一緒に支援していましたが、特に、今後、入所が増
えて来ると思われる精神障害者に対する支援を人的面から裏打ちをしていただい
たことは誠に有難いことであります。

私ども熊本県救護施設協議会は、７つの施設で構成されている弱小団体では
ありますが、地域で生活することができない身寄りの無い方々等の入所保護と
いう社会的使命を果たすべく、今後も精一杯の努力を重ねて参りますので、引
き続きご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成２４年元旦

内部研修会報告 野坂の浦荘編

去る９月１日に、水俣・芦北消防組合より来荘され、救急法の講習会が行われ

ました。主に心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱い方について、ダミーを使用し訓練す

るという内容でした。毎年行っているのですが、

戸惑うことが多く、見るとするとでは大違い。当

施設においてもこれまでＡＥＤを使用するケース

があり、迅速な観察と判断が求められるという事

でより実践的な質問が上がっていました。正しい

知識と技術を身につけ、緊急時に備えておくこと

更に予防策への取組みの必要性を深く実感する一

日となりました。



熊救協研修委員会 報告

第１回熊救協職員研修会（Ｈ２３．６．１６）
場所：阿蘇郡西原村構造改善センター

今回の研修の目的は、利用者サービスの質の向上に重点を
置き、職員の専門職としての資質向上を図るために開催され、
県内施設より約３０名の参加がありました。
午前中、「自立支援に向けた取り組みについて」をテーマに熊本授産場施設長丸山様

の講話がありました。社会事業授産施設についての説明の中で、身体、知的、精神の３障
がい、また生活保護の方の利用など救護施設と重なる部分が多いことや、自立に向けた

支援については、まず利用者を尊重し寄り添うことが最も大切なこと
であり、その上で各職種間での情報共有と協力連携に努めることが
重要である等のお話がありました。

午後からは、職種別によるグループ討議が実施され、各施設より
事前に提出された討議事項に沿って意見交換が行われました。

第２回熊救協職員研修会（Ｈ２３．１０．１８）
場所：熊本県交流会館パレア（第１会議室）

今回の研修は、救護施設における精神障がい者等への地
域移行支援の充実強化に向けて、九州の各救護施設が足
並みを揃え、こころの病気（精神障がい）について理解を深め精神障がい者の処遇の向上
という社会のニーズに応えていくために開催されました。
昨年同様、参加者は県内の救護施設職員、県外（九州地区）の救護施設職員、各福

祉事務所及び県精神保健福祉センターなど総勢約９０名という多くの方に参加いただき開
催することができました。
初めに、九救協・熊救協藤本会長の挨拶後、県健康福祉部長寿社会局社会福祉課保

護・生活支援班参事中尾様より「行政説明」のお話をいただきまし
た。その後「精神障がいについて」をテーマに弓削病院医師庄野先生
の講話がありました。様々な精神障がいの種類（認知症、躁うつ、うつ
病、パニック障害、強迫性障害、摂食障害など）の特性や接し方の原
則について学ぶことができました。午後からは「統合失調症について」
をテーマに菊池有働病院院長大塚先生、続いて「アルコール依存症

について」をテーマに益城病院副院長松永先生の講話がありました。統合失調症の方の
地域移行のためには、２４時間体制の窓口整備や精神科救急医療体制の整備が重要に
なってくることやアルコール依存症の方の断酒会継続参
加の必要性についてなどのお話がありました。
今回、皆様にアンケートのご協力も頂きありがとうござい

ました。今後の研修内容に生かしたいと思っております。
最後に、今回の研修会にたいへんお忙しい中にご協力

を頂きました講師の先生をはじめ、参加ご協力を頂きまし
た皆様に厚くお礼申し上げます。

【菊池園】 ～菊池園開園記念祭～

毎年恒例の開園記念祭を今年は盛大にステージ
を準備し開催しました。当日は天候を心配しました
が大雨にはならず、関係機関の皆様、地域住民の
皆様、かわいい保育園児にも来園いただき無事に
終了することができました。寸劇でAEDの使用方法
を説明したり各種クラブの発表、○×ゲームをしたり
と大変な盛り上がりでした。フォークデュオ“WALTZ”
による演奏もありみんな素晴らしい歌声に聞き入っ
ていました。

【真和館】 ～阿蘇ゴルフ倶楽部でグランドゴルフ～

秋の旅行の一環として１１月４日に、阿蘇市の阿蘇
ゴルフ倶楽部でグランドゴルフを行いました。普段はゴ
ルフ場として利用されている場所をグランドゴルフの会
場として開放していただきました。真和館では、館内の
スポーツ大会の一種目としてグランドゴルフを取り入れ
ています。いつもは広場で練習していますが、今回は
広々としたきれいな芝生の上、そして阿蘇の大自然に
囲まれて１４名の入所者は思いっきりプレイを行うことが
できました。「きれいだね」という声があがり気持ちのよ
い汗をかいた後には、阿蘇高原ホテルで豪華な（？）
昼食を食べ、気分爽快な１日となりました。

【野坂の浦荘】 ～みんなでワイワイバーベキュー～

今年も皆さんが楽しみにしているガーデンバーベキュー
が行われました。例年、秋空の下、炭火で美味しく焼き上
がったお肉や、自分達で栽培した野菜を全員で堪能する
のですが、今年はあいにく天候が悪かった為、食堂にてホ
ットプレートを使ったバーベキューとなってしまいました。し
かし、みんなでワイワイと食べると、日頃食の細い人や偏食
がちの人も美味しく頂けるようで、用意されていた食材もみ
るみる内に、皆さんのお腹の中に納まっていきました。

来年は爽やかな秋空の下で楽しめるといいなぁ～！！

【しらがね寮】 ～福祉スポーツ大会に参加～

毎年恒例の福祉スポーツ大会が１０月２７日に秋空の晴天の下、しらがね寮グラウンドにおい
て開催されました。この大会は、毎年社会福祉協議会の主催により開催されており、出場団体

は、老人クラブ連合会、身体障害者協議会、母子寡婦福祉協
議会しらがね寮となっております。競技種目は、ビン倒し、５０ｍ
走、車椅子パン食い競争、綱引きなどなど、出場者全員が楽し
めるもので、中でも２つの保育所園児によるお遊戯には、大きな
歓声と限りない大きな拍手が送られていました。また、昼の休憩
時間には、のど自慢も開催され２名の利用者が自慢の歌声を披
露されていました。この日は一日中天気もよく、思い出深い楽し
い一日となりました。






